
　11月 20日役場蘇陽支所営農センター大研修室において「自分たちの未来をどう創造（つく）りますか」
をテーマに第２回食農観光塾を公開講座で開催しました。塾生をはじめ、町内外から約 60名の参加が
あり、第１部では「実践者から学ぶ。地域リーダーとしてのあり方は」と題し、神奈川県伊勢原市でジェ
ラート店（株式会社めぐり）と牧場（有限会社石田牧場）を経営されている石田陽一さんの講演が行わ
れました。講演では、牛の飼育を通じて子どもたちにいのちと食を伝える取組みや、ジェラート作りを
介して農家とお客様の間に笑顔の“めぐり”を作り伊勢原を農業から盛り上げる取組みについてお話が
ありました。
　また、第２部のワークショップでは４班に分かれ、10年後、20年後を見据えた自分や町の未来像に
ついて想定される課題や悩み、解決に向けた取組みなどを個々で考え、グループ内で共有を行いました。
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ワークショップの様子石田陽一さんの講演の様子

第２回食農観光塾　公開講座を開催しました。

受賞おめでとうございます

株式会社MARUKUと企業立地協定を締結 柳家花緑さん独演会
～起業化と企業立地を県と町が支援～

　11月 10日熊本県庁で、株式会社MARUKUと
本町において、熊本県小野副知事立会いのもと、
企業立地に伴う調印式が行われました。同社は、
IT関連事業を展開する企業で、本社を浜町に置き、
平成 29年７月 24日に設立されました。事業内容
は、インターネットを活用したWEBインテグレー
ション事業及び地方創生 ICT 事業で、平成 30年
１月から操業開始予定です。
　現在、光情報通信基盤整備事業を進めている本
町にとって、IT 企業の進出は、新たな雇用形態の
創造や人材育成にもつながり、また地域経済への
波及効果も大いに期待されます。

～シャレタ男にシャレタ町～
　10月 31日、馬見原公民館で柳家花緑独演会が
行われました。今回で７回目となるこの独演会は、
町内や五ヶ瀬町、高千穂町の小中学生を招待した
昼の部と、住民の方に楽しんでもらう夜の部が開
催されました。
　昼の部では、初めて落語を聞く子どもたちも、
映像が思い浮かぶような巧みな話し方に魅了され、
声をあげて笑ったりと楽しんでいました。
　夜の部では自著本の販売が行われ、その売上金
を熊本地震からの復興にと通潤橋復興基金へ寄附
いただきました。

　11 月２日、本町の町政の発展及び町民の福祉
の増進に寄与し、その功績が顕著で、町民の模範
となる方へ、表彰を行いました。
　平成７年
より交通指
導員の任に
就かれ、「地
域の交通安
全は地域で
作る」とい
う強い信念
のもと、交
差点における朝、夕の街頭指導のほか、春・秋・
年末等の交通安全運動の諸行事に率先して取り組
まれ、地域の交通の安全、秩序の維持に尽力いた
だきました。
　また、これまで山都町交通指導員蘇陽方面隊長
や馬見原支部長等を歴任され、本年３月に交通指
導員の職を辞されましたが、現在も、山都地区交
通安全協会副会長として町の交通安全のために活
躍されています。

故 中村 秀利さん（入佐）
　10月 27 日、町長から故中村秀利さんのご遺族
に叙位が伝達されました。
　この叙位は、長年の地方自治功労者のうち功績
顕著な方に対して天皇陛下から授与されるもの
で、故中村さんは、昭和 46 年４月に矢部町議会
議員に初当選以来、平成９年９月まで、通算７期
26 年４ヶ月に渡り在職され、経済常任委員会委
員長、建設常任委員会委員、厚生常任委員会委員、
議会選出の監査委員を歴任されるなど、町の進展
に大きく貢献されました。

特旨叙位（従六位）受章 山都町表彰

七髙 照二さん

左：熊本県小野副知事　中央：株式会社MARUKU 小山社長　右：梅田町長
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